
コア展示Ⅲ―技に見る知多―  

 

 

ふな

船
だい

大
く

工の
わざ

技 
 

 
ふな

船
だい

大
く

工は、
せい

製
さく

作に
と

取り
か

掛かる
まえ

前に、
いた

板
ず

図と
よ

呼ばれる
せっ

設
けい

計
ず

図を
えが

描き、これを
もと

基にし

て
ふね

船を
けん

建
ぞう

造する。
もく

木
ぞう

造
せん

船は、
いた

板と
いた

板とをつないで
せん

船
たい

体を
く

組み
た

立てていく、はぎ
あ

合わ

せの
ぎ

技
じゅつ

術によって
つく

作られた。 

 
ふな

船
ぬし

主の
この

好みや
よう

要
きゅう

求に
おう

応じながら、
ふな

船
だい

大
く

工の
く

工
ふう

夫と
けい

経
けん

験を
い

生かして
つく

作られた
もく

木
ぞう

造
せん

船

も、
かい

海
がん

岸の
うめ

埋
た

立てによって
すがた

姿を
け

消した。と
どう

同
じ

時に
ふな

船
だい

大
く

工が
かな

奏でる、リズミカルな
くぎ

釘

を
う

打つ
おと

音も
みみ

耳にすることはなくなった。  

 

 

 ●
いた

板
ず

図 

  
うた

打
せ

瀬
ぶね

船や
だん

団
べい

平
ぶね

船（
に

荷
ぶね

船）の
せっ

設
けい

計
ず

図。ありあわせの
すぎ

杉
いた

板などに、
じつ

実
ぶつ

物の１０
ぶん

分の 

  １や２０
ぶん

分の１で
えが

描いた。 

 ●
すみ

墨つぼ 

  
ふね

船の
ざい

材
りょう

料となる
いた

板
ざい

材に
すみ

墨
せん

線を
ひ

引く
どう

道
ぐ

具。
すみ

墨を
し

染み
こ

込ませた
わた

綿の
なか

中に
いと

糸をくぐら  

  せて
ひ

引き
だ

出し、１
てん

点をとめて、
て

手ではじいて
ちょく

直
せん

線を
ひ

引く。 

 ●
すり

摺
のこ

鋸 

  すり
あ

合わせという、
あい

合
くち

口（
いた

板と
いた

板 

  との
あ

合わせ
め

目）を
みっ

密
ちゃく

着させる
さ

作
ぎょう

業  

  に
もち

用いた
のこぎり

鋸 。
し

締めつけた
いた

板と
いた

板の 

  
あいだ

間を、おおずぼ、ちゅうめ、こぶ  

  くら、の
じゅん

順
ばん

番で
ひ

挽き、
あい

合
くち

口が
すき

隙
ま

間 

  なく
つ

着くようにした。  

 ●つばのみ  

  あらかじめ
くぎ

釘
あな

穴を
とお

通しておく
どう

道
ぐ

具 

  で、
かな

金
づち

槌で
くぎ

釘
あな

穴に
う

打ち
こ

込み、
ぬ

抜く 

  
とき

時は、アゴを
たた

叩き
あ

上げて
ぬ

抜いた。 

  また、
あい

合
くち

口は、
ふな

船
くぎ

釘を
う

打つ
まえ

前に
かな

金 

  
づち

槌で
たた

叩いておく。そうすると、
みず

水 

  につかってから
ふく

膨らんで
たが

互いに
し

締 

  め
あ

合うため、
ふね

船の
なか

中に
みず

水が
はい

入って 

  こない。  
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 ●
ふな

船
くぎ

釘 

  
いた

板と
いた

板とをつないで１
まい

枚の
いた

板を
つく

作 

  る
とき

時に
つか

使う
お

落とし
くぎ

釘や、
かく

角
ど

度をつ 

  けて
いた

板をはぎ
あ

合わせるのに
もち

用いる  

  かさ
くぎ

釘（
くぎ

釘の
あたま

頭がＴ
じ

字
がた

形をしたも 

  の）など、
くぎ

釘を
う

打つ
ば

場
しょ

所や
ふね

船の
おお

大 

  きさによって、さまざまな
ふな

船
くぎ

釘を 

  
つか

使った。  

 ●
お

落とし
くぎ

釘を
う

打つ 

  ①ともづかを
つか

使って、
くぎ

釘
あな

穴を
あ

合わせる。  

  ②
お

落とし
くぎ

釘を
う

打つ。 

  ③  〃  

  ④
うめ

埋
き

木をする。  

  ⑤
うめ

埋
き

木の
よ

余
ぶん

分な
か

箇
しょ

所を
かんな

鉋で
けず

削る。 

 

 

 

 

 

 

 

 ●
まき

槙
はだ

皮 

  
すぎ

杉などの
かわ

皮を
じょう

蒸
き

気で
む

蒸して
なわ

縄
じょう

状に 

  したもの。
き

木
ごろ

殺し（
あい

合
くち

口を
かな

金
づち

槌で 

  
たた

叩いて
し

締めること）が
で

出
き

来ないよ 

  うな
ば

場
あい

合に、
まき

槙
はだ

皮こみを
つか

使って、 

  
いた

板と
いた

板の
あいだ

間に
すじ

筋
じょう

状に
う

打ち
こ

込み、
しん

浸 

  
すい

水を
ふせ

防ぐ。  

 

 

 

 

 


